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まえがき
　
   食糧増産に向けた新たな品種の開発には，多様な遺伝的特性を備えた植物遺伝資源の利用が不
可欠です．特に，地球温暖化によって国内で新たな病虫害や生理障害の発生が懸念され，それら
に対応するために新たな耐病虫性等を備えた品種開発が求められています．しかし，平成 29 年
8 月に名古屋議定書国内措置が発効し，新たに海外から遺伝資源を導入する際には，提供国許可
の取得（Prior Informed Consent：PIC）・当事者間合意の締結（Mutually Agreed Terms：MAT）が
必要となりました．遺伝資源の提供に国際的な手順が確立されるのは望ましい事である反面，国
によっては煩雑な手続きが必要となり，海外遺伝資源の入手が難しくなることも懸念されます．
　そのため，農研機構では従来の「農業生物資源ジーンバンク事業」に加えて，平成 26 年度か
ら農林水産省委託プロジェクト「気候変動対応と国内農業競争力強化のため海外植物遺伝資源の
特性解明（Plant Genetic Resources in Asia：PGRAsia）」を受託し，東南アジア諸国のジーンバン
クとの共同研究を通して，海外遺伝資源へのアクセス環境の整備に取り組んでいます．
　本報告書では国内探索 5 報と海外探索 10 報を掲載し，その中には，平成 28 年度農業生物資源
シーンバンク事業の植物遺伝資源部門における国内外の探索・収集に加えて，PGRAsia プロジェ
クトによる植物遺伝資源の海外現地調査情報 7 報を含んでいます．遺伝資源の利用にあたっての
情報としてご利用いただければ幸いです．
　最後に，私達の活動に様々なご指導とご支援をいただきました国内外の方々に心よりお礼申し
上げます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 30 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　国立研究開発法人
農業・食品産業技術総合研究機構
遺伝資源センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　根本   博
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